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論文内容の要旨
上顎前突者の校合力については，最大噛みしめ時の間口筋活動を調査の結果，良好な校合を有する
ものに比べて小さい傾向があるとする説と，逆に有意の差が認められないとする説があり，未だ明確
な結論は得られておらず，実際に上顎前突者の校合力を記録した報告は見られない。また，上顎前突
者の校合力が小さいとしても，その原因が上顎前突者の顎顔面形態によるのか，あるいは校合接触状
態によるのかについては明らかにされていない。 上顎前突に対する治療について，多くは混合歯列
期から開始するのが適当とされており，上顎前突を呈する児童の岨鴫機能は，臨床上興味あるテーマ
であるo 一方，阻鴫訓練にチューインガム等を用いる方法が報告されているが，成長期の不正佼合
者に対する訓練の効果については，充分な検討がなされていなし、。 本研究は，最大校合力，閉口筋
活動，顎顔面形態，閉口筋の走向，および校合接触状態が，上顎前突を呈する児童と良好な唆合を有
する児童との間で異なるか否かを評価し，さらに，チューインガムを用いた阻鴫訓練が校合力と閉口
筋活動に及ぼす効果について検討を加えたものであるO
被験者は，上顎前突を呈する児童40名 (n級群，平均年齢10歳 1 カ月)と良好な校合を有する児童
40名(対照群，平均年齢10歳 3 カ月)を用いた.最大校合力は， レジンブロックを用いて校合力トラ
ンスデューサーを下顎第 1 大臼歯に固定し，上下顎第 1 大臼歯間で計測し，同時に，側頭筋前部，側
頭筋後部，校筋前下方部，および唆筋後上方部よりの筋電図を記録した.計測方法は，被験者が前方
位で噛まないように下顎を蝶番運動の開閉路に誘導し，上下顎第 1 大臼歯をトランスデューサーに軽
く接触させた後， 2 秒間できるだけ強く噛みしめさせた.この動作を数回繰り返し練習し， 1 分間休
憩の後，計測を 3 回行った.校合力信号および筋電信号は， 2 秒間を 1 単位としてサンプリング密度
2KHz で取り込み全波整流を行い，ウインドウ幅 5ms，移動幅 1 ms で平滑化処理をした後に，中央
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時刻を中心に500ms の平均電位を求めた.顎顔面形態と閉口筋の走向については，攻頭販合位で撮影
した側面位頭部X線規格写真上で20計測項目の計測を行った。 校合接触状態については， シリコン
印象材を用いて採得した吹頭販合位での校合印象を用い，上顎第 1 大臼歯校合面を 7 分割して，各々
の分画で上下の第 1 大臼歯の唆合面間距離を計測し，各被験者について平均を求め，平均吹合面間距
離とした.阻鴫訓練は，市販のものより 40%固いチューインガムを， 1 日 3 回， 1 回 5 分間ず、つ被験
者に左右均等に噛ませることとし， 3 カ月間継続して実施した。 阻鴫訓練終了後，最大唆合力と筋
電図とを同時に記録した.その結果，以下の研究成績を得た。
1. n級群の最大校合力は，対照群に比べて有意に小さく， n級群のうち35%は対照群の平均一
2 S.D. を下回る最大攻合力を示した。 閉口筋活動量はと、の筋肉についても H級群と対照群との
間に有意の差が認められなかった.顎顔面形態については， n級群は対照、群に比べて上下顎突出
度の差，上顎骨前後径，オーバーバイト，オーパージェットが有意に大で，下顎突出度，下顎下
縁平面傾斜度，下顎骨骨体長，上顎大臼歯高が有意に小であった。 閉口筋の走向と平均校合面
間距離については有意の差は認められなかった。
2. n級群の中で，最大校合力が小さいものは大きいものに比べて，側頭筋前部の筋活動量が有意
に小さく，下顎枝前後径，下顎角後縁点-下縁点間距離，下顎大臼歯高がそれぞれ有意に小であた。
閉口筋の走向については有意の差が認められず，平均校合面間距離については有意に大であった.
3. n級群と対照群はいずれも岨鴫訓練後，最大股合力が有意に増加した。 最大校合力の増加量
と増加率は E級群の方が対照群より有意に大であった。 岨鴫訓練後の E級群と訓練前の対照群
との間で最大校合力に有意の差は認められなかった。 筋活動量については， n 級群では側頭筋
前部，側頭筋後部，唆筋前下方部および佼筋後上方部の筋活動量が有意に増加し，対照群では，
側頭筋前部，吹筋前下方部，および岐筋後上方部の筋活動量が有意に増加した。 このように，
本研究成績は，上顎前突を呈する児童の中に校合力が極端に小さいものが多数含まれていること
を明らかにするとともに，唆合力を維持するためには，緊密な唆合接触状態が重要であることを
示唆するものであるo
論文審査の結果の要旨
本研究は、上顎前突を呈する児童の最大校合力と閉口筋活動について、良好な校合を有する児童と
比較し、さらに、チューインガムを用いた阻鴫訓練がこれらの機能に及ぼす影響について検討したも
のであるO
その結果、上顎前突を呈する児童の最大校合力は良好な岐合を有する児童に比べて小さく、上顎前
突者のうち%は対照群の平均より 2S.D. を下回る最大唆合力を示した。唆合力が小さい上顎前突者
は、側頭筋前部の筋活動量が小さく、吹頭蔽合位における校合面間距離が大きいことを初めて明らか
にした。また、チューインガムを用いた岨鴫訓練の効果は、上顎前突者に大きく現れることを見いだ
噌EAにd旬・a-
した。
以上のように本研究は、上顎前突を呈する児童の岨暢機能と校合状態との関係を理解する上で重要
かっ新たな知見を示したばかりでなく、これらの児童の歯科矯正治療において、緊密な岐頭販合の重
要性を機能面から示唆した意義ある研究であり、歯学博士の学位を授与するに十分値する業績である
と認める。
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